
知識・技術や資格取得のために学外の各種学校に通った経験がある学生は9.8％。
経済学部の学生が15.5％で最も高く，商学部・法学部が続く。

経年変化を見ると，平成3年度をピークに，６年前より減少傾向。

第４章 授業外活動

1.学外の勉学経験の有無

本学入学以来，知識・技術や資格取得のために学外の各種学校（自動車教習所は除く）などに

通った経験がある学生は全体の9.8％となっています。

学部別に見ると，経済学部で15.5％と最も高く，商学部（14.0％）・法学部（13.5％）の順で

高くなっています。一方，工学部では2.7％と低くなっています。

経年変化を見ると，平成３年度が16.3％とピークになっており，平成18年度まで約13～14％台

で推移していましたが，平成21年度から減少傾向が見られ直近の６年間で3.3ﾎﾟｲﾝﾄ減少しました。

　　　　　　あり なし
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9.8%

13.5%

8.3%

15.5%

14.0%

12.5%

13.3%

6.0%

7.9%

13.0%

10.8%

8.1%

13.9%

16.3%

12.8%

14.6%

14.8%

12.9%

13.1%

11.2%

9.8%

90.2%

86.5%

91.7%

84.5%

86.0%

87.5%

86.7%

94.0%

92.1%

97.3%

87.0%

89.2%

94.3%

91.9%

95.0%

86.1%

83.7%

87.2%

85.4%

85.2%

87.1%

86.9%

88.8%

90.2%

5.7%

2.7%

5.0%

平成24年度全体

法学部

文理学部

経済学部

商学部

芸術学部

国際関係学部

理工学部

生産工学部

工学部

医学部

歯学部

松戸歯学部

生物資源科学部

薬学部

昭和63年度

平成３年度

平成６年度

平成９年度

平成12年度

平成15年度

平成18年度

平成21年度

平成24年度



知識・技術や資格取得のための学外での勉学経験率は，減少傾向にある学部が多い。
就職を目標としたカリキュラムの改訂に加え，長期不況による学生の経済事情も影響か。

知識・技術や資格取得のために学外の各種学校（自動車教習所は除く）などに通った経験が

ある比率の学部別経年変化を見たものが下図です。１２３４５６７８９０１２３４５６７８９

平成24年度に最も高かった経済学部を見ると，平成12年度のピーク時(27.8％）に比べ12.3

ﾎﾟｲﾝﾄ減少しています。法学部と商学部も平成12年度から減少傾向を示しています。医学部は平

成３年度には27.6％と突出して高く，平成15年度まで減少傾向にありましたが，その後漸増に

転じています。全般的に見ると，学外での勉学率は減少傾向にある学部が多く，直近の３年間

で減少した学部は９学部となっています。１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３

2.学外の勉学経験の有無－学部別経年変化
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学部別，「学外の勉学経験率」の経年変化 （％）
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学外で勉学をする理由は，「資格を得たいから」が減少，「就職に有利」が増加。
学外で勉学する学生の焦点が『就職』に向かう傾向。

学外での勉学経験がある学生の勉学理由を見ると，「資格を得たいから」が23.8％で最も高

くなっています。２番目に「就職に有利だから」（15.1％）が続いています。

３年前と比較すると，前者は5.7ﾎﾟｲﾝﾄ減少しているのに対し，後者は1.9ﾎﾟｲﾝﾄ増加しており，

学外で勉学をする学生の意識が，就職に直結する勉学に向かう傾向が見られます。また，「大

学の授業ではもの足りないから」（14.5％）はほぼ横這い，「教養を深めたいから」(12.8％）

が2.2ﾎﾟｲﾝﾄ増と勉学志向の高まりも反映されているようです。

平成21年度

資格を得たいから 29.5%

就職に有利だから 13.2%

大学の授業ではもの足りないから 15.0%

教養を広めたいから 10.6%

趣味を深めたいから 8.1%

技術を身につけたいから 8.8%

大学の授業についていくため 6.9%

他大学・他学部の再受験のため （単数回答） 1.9%

その他 4.5%

5ポイント以上減少･･･

3.学外での勉学をする気になった理由（経験のある学生）
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14.5%

12.8%

10.8%

9.3%

7.7%

1.2%

3.6%

23.8%

15.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%



学外での勉学経験がある学生が通う学校は「各種資格取得学校（教室）」が28.3％で
トップ、「語学学校（教室）」が続く。カリキュラム改訂などの影響により増減か。

学外での勉学の経験がある学生が通う学校について見ると，「各種資格取得学校（教室）」

が28.3％で最も高く，「語学学校（教室）」が21.4％，「珠算･簿記･速記学校（教室）」が

12.8％で続いています。１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１

３年前と比較すると，「各種資格取得学校（教室）」 が7.7ﾎﾟｲﾝﾄ減少している点が目立ち

ます。前ページでも考察したように,就職を目標としたカリキュラムの改訂や学生指導の充実

が背景にあると考えられます。「語学学校（教室）」は0.9ﾎﾟｲﾝﾄとわずかに増加しています。

4.学外で通った各種学校の種類（経験のある学生）
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平成21年度

各種資格取得学校(教室) 36.0%

語学学校(教室) 20.5%

珠算･簿記･速記学校(教室) 10.3%

音楽･美術･工芸･書道学校(教室) 10.5%

パソコン･コンピュータ学校(教室) 8.8%

スポ－ツ･ダンス･舞踏学校(教室) 8.1%

茶道･華道･和洋裁･料理学校(教室) （複数回答） 3.1%

その他 15.0%

5ポイント以上減少･･･

28.3%

12.8%

9.9%

9.0%

8.6%

2.8%

19.2%

21.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%



クラブ・サークルの所属率は57.9％。医・歯学部系で高い傾向に変化なし。
経年変化を見ると，クラブ・サークル活動は近年再び活発化の方向に。

学生全体で見ると，調査時点(平成24年６月)でのクラブ・サークル所属率は57.9％，「今は所属

してない」が16.1％，「最初から所属していない」が23.9％となっています。

学部別に所属率を見ると，医学部の87.1％を最高に，医・歯学部系の学生は80％台と高くなって

いますが，生産工学部・理工学部では40％弱となっており，学部により大差が見られます。

経年変化を見ると，所属率は平成６年度の62.5％をピークに漸減し，平成15年度には半数を割る

まで低下しましたが，平成18年度から増加に転じ，平成15年度からの９年間で8.8ﾎﾟｲﾝﾄ上昇してい

ます。一方，「最初から所属しない」学生は平成６年度から増加傾向にありましたが．平成18年度

の31.5％をピークに平成21年度から減少に転じ，直近の６年間で7.6ﾎﾟｲﾝﾄ減少しています。参加を

積極的に促している学部もあることから，クラブ・サークル活動の参加状況は近年活発化してきて

います。

5.クラブ・サークルへの参加の有無
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　　　　最初から所属していない　　今は所属していない             所属している

　　　無回答

23.9%

19.4%

11.8%

21.8%

14.0%

32.5%

22.3%

37.6%

44.6%

35.4%

11.8%

23.1%

17.8%

18.2%

22.8%

30.2%

31.5%

27.2%

23.9%

16.1%

11.5%

18.9%

15.1%

17.2%

17.0%

21.8%

17.6%

18.1%

19.5%

13.0%

15.3%

16.1%

18.0%

18.9%

18.2%

13.8%

16.1%

67.5%

77.5%

57.2%

48.4%

56.9%

57.9%

7.4%

5.7%

26.9%

12.6%

4.6%

11.3%

8.7%

18.2%

15.3%

9.1%

7.4%

59.4%

62.3%

62.5%

87.1%

67.1%

80.3%

83.5%

68.3%

44.3%

54.6%

56.9%

51.1%

49.1%

52.4%

38.1%

57.9%

69.3%

36.0%

2.1%

2.1%

1.7%

2.1%

2.5%

1.9%

2.0%

2.1%

0.8%

1.0%

2.1%

1.8%

4.6%

4.5%

3.2%

2.3%

3.1%

2.5%

0.8%

1.8%

0.9%

1.6%

1.6%

6.1%

平成24年度全体

法学部

文理学部

経済学部

商学部

芸術学部

国際関係学部

理工学部

生産工学部

工学部

医学部

歯学部

松戸歯学部

生物資源科学部

薬学部

昭和63年度

平成３年度

平成６年度

平成９年度

平成12年度

平成15年度

平成18年度

平成21年度

平成24年度



クラブ・サークルへの参加は，人間関係の構築が主要な目的，次いで自己実現欲求。
医・歯学部系と薬学部の学生は，将来に備えて縦関係のコミュニケーション重視傾向。

クラブ・サークルに参加する理由を見ると「仲間がたくさんできる」が54.2％で最も高く，「先

輩・後輩とのつながりができる」が46.3％で２番目となっており，人間関係の構築が主要な目的と

なっていることがわかります。「趣味と実益が兼ねられる」「自主的活動（やりたいこと）ができ

る」「自己を高めることができる」「体力・健康増進になる」という回答はそれぞれ20％弱となっ

ており，自己実現欲求が二次的な目的と見られます。３年前と比較しても，大きな変化は見られま

せんでした。

医・歯学部系と薬学部では，「先輩・後輩とのつながりができる」が約60％以上で参加理由の

トップとなっています。クラブ・サークルへの参加率も高いことから，同学部の学生は，在学中か

ら縦関係のコミュニケーションを重視していることがうかがえます。医・歯学部系では，調査開始

年から24年間この傾向が継続しています。また，平成18年から６年制を設置した薬学部では直近の

３年間で「先輩・後輩とのつながり」が12.5ﾎﾟｲﾝﾄ増と目立っています。

6.クラブ・サークルに参加する理由（現在「参加している」学生）
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平成21年度

仲間がたくさんできる 56.6%

先輩・後輩とのつながりができる 42.3%

趣味と実益が兼ねられる 21.2%

自主的活動(やりたいこと)ができる 19.0%

自己を高めることができる 20.1%

体力・健康増進につながる 15.1%

他学科，他学部，他大学，

社会人の人と知り合える
12.0%

ひまつぶしができる 8.2%

先輩・友人に誘われただけ 8.0%

授業・試験の情報が入手できる 7.5%

就職が有利になる 5.3%

将来の人生設計にプラスになる （３つ以内の複数回答） 5.5%

専門の知識・技術が身につく 5.8%

54.2%

19.9%

18.8%

17.6%

13.2%

12.7%

8.4%

7.5%

7.5%

6.9%

5.6%

4.9%

46.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%



クラブ・サークルに参加しない理由のトップに「アルバイト，通学等のため時間的に困難」，
次いで 「関心がない（なくなった）」。３年前と逆転。

クラブ・サークルに参加しない学生に参加しない理由を見ると，「アルバイト，通学等のため時間

的に困難」が21.9％でトップ，「クラブ・サークルに関心がない（なくなった）」が20.3％で続いて

います。３年前と比較して両者の順位が入れ替わっており，忙しい学生が増えているのかもしれませ

ん。「入りたいクラブ・サークルがない」（12.8％），｢学業と両立しない(しなかった)｣（10.9％）

が10％台で挙がっています。 １２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１

経年変化を見ると，「アルバイト，通学等のため時間的に困難」は平成３年度の14.8％から漸増傾

向にあり平成18年度には22.8％でしたが，平成21年度に1.9ﾎﾟｲﾝﾄ減少，平成24年度は1.0ﾎﾟｲﾝﾄ増加と

わずかに変動しています。「関心がない（なくなった）」は、平成６年度の14.7％から平成21年度ま

で漸増傾向が続いていましたが，平成24年度は1.4ﾎﾟｲﾝﾄ減に転じています。「学業と両立しない（し

なかった）」も平成９年度の5.7％から漸増傾向が続いていましたが，平成24年度は若干減少に転じ

ています。総合的に見ると，アルバイト等で時間に追われたり，学業などに重点を置いているために

クラブ・サークルに関心がない（なくなった）学生が増加してきたと考えられますが，増減幅が小さ

いため，その傾向は継続していると言えるでしょう。１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１

7. クラブ・サークルに参加しない理由（現在「参加していない」学生）
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平成21年度

アルバイト，通学等のため

時間的に困難である(であった)
20.9%

クラブ･サークルに関心がない

(なくなった)
21.7%

入りたいクラブ･サークルがない

(入部制限があり入れない場合も含む)
12.8%

学業と両立しない(しなかった) 12.2%

クラブ･サークルに疑問(運営の仕方，

人間関係等)をもっている(もった)
8.9%

雰囲気がいやだ(いやになった) 6.8%

経済的負担になる(なった) （単数回答） 5.0%

その他 7.9%

12.8%

10.9%

8.7%

6.3%

5.3%

9.6%

21.9%

20.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%



学生主体行事に参加経験のある本学学生は50.0％。
学部間に温度差。６年前から参加率は増加傾向。

ＮＵ祭・学部祭・体育大会など学生主体行事への参加について本学学生全体で見ると，「経験あ

り」が50.0％とちょうど半数を占めています。

学部別に参加率を見ると，薬学部で79.8％と最も高く，生物資源科学部と歯学部で70％台，松戸

歯学部・芸術学部・経済学部で60％台と高くなっています。一方，工学部では36.1％で最も低く，

理工学部でも38.0％と，学部による温度差が顕著に表れています。

参加経験がある学生の比率の経年変化を見ると，平成18年度の45.4％から漸増傾向にあり，直近

の６年間で4.6ﾎﾟｲﾝﾄの増加が見られます。

8. 学生主体行事への参加率
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　　　　     経験あり   経験なし

 　　   無回答

50.0%

40.1%

41.7%

63.5%

42.7%

63.8%

46.6%

38.0%

43.6%

36.1%

71.6%

66.5%

76.1%

48.4%

45.4%

47.5%

50.0%

49.8%

59.5%

36.2%

57.3%

36.3%

52.7%

61.8%

56.4%

23.4%

20.2%

51.4%

54.5%

52.4%

49.8%

57.4%

79.8%

42.6%

33.5%

63.9%

58.3%

28.4%

平成24年度全体

法学部

文理学部

経済学部

商学部

芸術学部

国際関係学部

理工学部

生産工学部

工学部

医学部

歯学部

松戸歯学部

生物資源科学部

薬学部

平成15年度

平成18年度

平成21年度

平成24年度



参加経験はキャンパスごとの「学部祭」が主。「体育大会」が続く。
「ＮＵ祭」の参加は減少傾向。情報伝達活動の継続が必要？

過去に参加経験がある学生主体行事は，「学部祭」が74.2％で断トツであり，学部の「体育大会」

が27.7％で続いています。学部ごとにキャンパスが分かれているため学部行事への参加が中心になっ

ており，｢ＮＵ祭｣や「日本大学体育大会」といった本学全体の行事は10％未満にとどまっています。

経年変化を見ると，「ＮＵ祭」は平成15年度の18.9％から減少傾向が続いています。１２３４６７

参加したことのない理由としては，「興味がない」が３年前（30.9％）同様31.8％で最も高くなっ

ています。「知らなかった」は平成18年度の14.3％から平成21年度には8.6％と行事に関する情報伝

達に改善傾向が見られていましたが，平成24年度は9.3％とわずかに増加しており，情報伝達活動の

継続が必要なことがうかがえます。１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９

9. 参加経験のある行事と参加したことがない理由
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参加経験のある行事（参加経験者）

平成21年度

学部祭 76.2%

体育大会 30.8%

クラス・ゼミ主催の行事 13.4%

学科主催の行事 11.6%

ＮＵ祭 （複数回答） 8.1%

日本大学体育大会 8.8%

74.2%

12.7%

11.1%

7.9%

5.5%

27.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

　　 参加したことがない理由（参加未経験者）

平成21年度

興味がない 30.9%

まだ，そのような行事がない 23.4%

暇がない 9.1%

知らなかった 8.6%

面倒である 6.5%

アルバイトで忙しい 3.2%

つまらない 4.2%

関わりたくない 2.5%

友達がいない （単数回答） 1.1%

その他 6.6%

5ポイント以上減少･･･

31.8%

10.4%

9.3%

6.4%

5.5%

4.0%

2.7%

1.3%

7.6%

18.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%



学部間交流行事は，「一同に集まる全日大文化フェスティバル」が３年前からトップ。
硬派よりアミューズメント系の行事を嗜好する傾向。

本学学生全体で見ると，学部間の交流行事として参加したい行事は「一同に集まる全日大文化

フェスティバル」が22.1％でトップ。「映画祭」と「音楽祭」が約19％，「学部間対抗のスポー

ツ競技会」が17.3％で続いています。「講演会」は9.6％，「学部間対抗の学術文化コンクール」

は4.3％にとどまっており，学術的で硬派な行事よりアミューズメント系の体育・文化行事を通し

て学部間の交流を深めたいという学生が多いことがうかがえます。「一同に集まる全日大文化

フェスティバル」は10学部で20％以上の学生が支持しています（右記の学部以外。すなわち芸術

学部・生産工学部・歯学部・生物資源科学部）。１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１

６年前は「学部間対抗のスポーツ競技会」と「映画祭」がベスト２でしたが，平成21年度から

「全日大文化フェスティバル」がトップになっています。１２３４５６７８９０１２３４５６７

10.学部間交流行事として参加したい行事
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平成21年度

一同に集まる

全日大文化フェスティバル
21.4%

映画祭 18.9%

音楽祭 17.7%

学部間対抗のスポーツ競技会

（日本大学体育大会）
19.1%

一同に集まる全日大運動会 14.1%

講演会（実習，実技指導及び

コミュニケーションセミナーを含む）
8.6%

全学部の学生が自由に参加できる

コンクールやコンテスト
9.5%

学部間対抗の学術文化コンクール 　　　　　　　（２つ以内の複数回答） 3.6%

その他 12.1%

22.1%

18.7%

17.3%

13.9%

9.6%

8.5%

4.3%

12.1%

18.9%

0.0% 10.0% 20.0%
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